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は じ め に 
 
 
全国公共図書館協議会では、2014・2015 年度（平成 26・27 年度）の２ヵ年計

画で、公立図書館における課題解決支援サービスに関する調査研究に取り組ん

でまいりました。 

図書館に対するニーズや地域課題の多様化、図書館運営環境の変化などに対

応するため、平成 24 年「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部科学

省告示第 172 号）が改正され、図書館は、地域を支える情報拠点として、これ

まで以上に重要な役割を担っています。 
図書館は、従来のサービスに加えて、学習活動を支え、情報提供を行うこと

によって、地域の課題解決や地域の振興を図ることを求められています。一方

で、公立図書館の運営環境は多様化し、財政面・人員面ともに厳しい状況にあ

ります。望ましい基準において、重要なサービスと位置づけられた課題解決支

援サービスの取組についても充実が図られる事例がある一方で、サービスの実

施に至らない場合もあります。 
全国公共図書館協議会では、そうした状況を背景に、全国の公立図書館にお

ける課題解決支援サービスの全体像や実態を明らかにする調査研究事業を進め

てまいりました。 
2015 年度は、2014 年度に実施した「公立図書館における課題解決支援サービ

スに関する実態調査」の主な項目について分析しました。本報告書では第１章

に実態調査概要をまとめ、第２章で分析結果についてまとめています。第３章

では、2014 年度の実態調査の回答をもとに、全国７地区の中から 10 館を事例と

して紹介しています。市区町村立図書館を中心に、その限られた運営環境のな

か、どのような工夫をしてサービスを実施しているか、地域の特徴を含めさま

ざまな事例を取り上げました。第４章で、これまでの調査研究によって明らか

になった問題点等の整理を行い、提言を行いました。 

本報告書が、公立図書館における課題解決支援サービスをさらに充実させる

ための資料として、図書館の一層の発展に寄与できれば幸いです。 
なお、この報告書は、松本直樹准教授（大妻女子大学社会情報学部社会情報学

科）の御指導御助言のもと、編集委員会において協議を重ね作成いたしました。 
松本直樹准教授をはじめ、事例紹介に御協力くださった各館の皆様に厚く御

礼申し上げます。 
 

平成 28 年３月 

全国公共図書館協議会 

全国調整委員会 
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